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　みなさんは今、ニセコ町のワイン産業が盛り上がりを見せていることを
知っていますか？ 実は町には、20年のワインの歴史があります。その歴史
のスタートには、羊蹄山の裾野に広がる原野をいちから開墾し、町で初め
てワイン用ブドウの栽培を始めたニセコワイナリーの存在があります。
　今回は、町のワイン造りの歴史を辿るとともに、新たにワイナリー開業
を目指す3人の意気込みなどをお伝えします。
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町
の
ワ
イ
ン
造
り
の
歴
史
を
辿
る

　

町
の
ワ
イ
ン
造
り
の
歴
史
は
、

初
め
て
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培

に
着
手
し
た
ニ
セ
コ
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
挑
戦
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

近
藤
地
区
に
あ
る
、
ニ
セ
コ
町

唯
一
の
ワ
イ
ン
醸
造
所
「
ニ
セ
コ

ワ
イ
ナ
リ
ー
」
。
羊
蹄
山
の
裾
野

に
広
が
る
原
野
を
い
ち
か
ら
開
墾

し
、
町
の
冷
涼
な
気
候
の
下
で
、

ブ
ド
ウ
の
栽
培
か
ら
醸
造
、
瓶
詰

め
、
販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
手
が

け
て
い
ま
す
。
羊
蹄
山
の
麓
に
は

4
つ
の
ブ
ド
ウ
畑
が
広
が
り
、
合

計
面
積
4
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
圃

場
に
約
6
，0
0
0
本
、
10
種
類

の
ブ
ド
ウ
を
無
化
学
農
薬
・
無
化

学
肥
料
の
有
機
農
法
で
栽
培
し
て

い
ま
す
。
収
穫
後
は
、
敷
地
内
に

設
け
ら
れ
た
醸
造
所
で
醸
造
工
程

を
経
て
、
希
少
な
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
と
な
り

ま
す
。

　

有
機
農
法
に
よ
る
ブ
ド
ウ
栽
培

へ
の
取
り
組
み
は
、
「
環
境
モ
デ

ル
都
市
」
、
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
」
を
掲
げ
る
町
の
取
り
組
み
と

も
合
致
し
て
お
り
、
高
品
質
で
安

心
・
安
全
な
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ワ
イ

ン
造
り
の
重
要
な
基
盤
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し

て
世
界
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
に
お
い
て
、

産
業
振
興
と
環
境
保
全
を
踏
ま
え

た
こ
の
取
り
組
み
は
、
農
業
者
に

と
っ
て
魅
力
あ
る
経
営
ス
タ
イ
ル

の
提
案
と
な
り
、
新
規
就
農
の
促

進
や
ワ
イ
ン
市
場
の
開
拓
・
拡
大

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ニセコ町は「ワイン特区」の認定を受けています
　町では、平成26（2014）年11月に、「ワイン特区」の認定を受けています。この特区認定によ
り酒税法が一部緩和され、小規模事業者でもワイン造りに挑戦しやすい環境が得られます。

（1）農業者が果実酒（ワインなど）を製造し、飲用に提供する場合、酒税法による製造免許に
　かかる最低製造数量基準（6㎘）が適用されず、酒類製造免許を受けることが可能になる。
（2）地域内で生産された特産品を原料として、果実酒（ワインなど）やリキュールを製造する
　場合、酒類製造免許取得時の最低製造数量基準（6㎘）が、それぞれ2㎘、1㎘に引き下げ
　られ、酒類製造免許を受けることができる。　
※酒類（果実酒）製造にあたっては、酒類製造免許の取得が必要です

ほ



|  2025  | 3月号  ｜  広報ニセコ02

特
　
集

こ
だ
わ
り
抜
い
た
ワ
イ
ン

〇
環
境
に
も
人
に
も
優
し
い

　

ブ
ド
ウ
づ
く
り

　
ニ
セ
コ
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
ブ
ド
ウ

畑
と
醸
造
所
の
ど
ち
ら
も
有
機

J
A
S
認
証
を
取
得
し
て
お
り
、

白
と
ロ
ゼ
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ス

パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
を
造
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ワ
イ
ナ

リ
ー
は
珍
し
く
、
日
本
で
は
ニ
セ

コ
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
含
め
2
軒
の
み
。

環
境
と
健
康
に
配
慮
し
た
有
機
栽

培
に
徹
し
て
い
ま
す
。

　
化
学
肥
料
や
化
学
的
に
合
成
さ

れ
た
農
薬
は
一
切
使
用
せ
ず
、
発

生
し
た
病
気
に
は
有
機
栽
培
で
認

め
ら
れ
て
い
る
自
然
由
来
の
資
材

を
散
布
し
て
最
小
限
の
防
除
を
行

い
ま
す
。
害
虫
防
除
は
殺
虫
剤
な

ど
に
頼
ら
ず
、
一
匹
ず
つ
手
で
駆

除
し
ま
す
。
病
気
に
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
ブ
ド
ウ
の
実
は
、
一
粒
ず

つ
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
取
り
除
き
、
病

気
が
広
が
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

　
ま
た
、
房
の
日
当
た
り
が
よ
く

な
る
よ
う
房
の
周
り
の
葉
を
取
り

除
き
、
風
通
し
を
良
く
し
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
朝
露
や
雨
滴
、

湿
気
を
で
き
る
だ
け
は
や
く
飛
ば

し
、
病
気
が
広
が
る
の
を
予
防
し

ま
す
。

　
羊
蹄
山
の
麓
で
ミ
ネ
ラ
ル
を
た

く
さ
ん
含
ん
だ
土
壌
を
土
台
に
、

日
中
は
鳥
の
さ
え
ず
り
と
爽
や
か

な
風
に
包
ま
れ
、
夜
は
満
天
の
星

空
の
下
、
ブ
ド
ウ
は
育
っ
て
い
き

ま
す
。

〇
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
る　

　

丁
寧
な
ワ
イ
ン
造
り

　
醸
造
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の

北
東
部
に
位
置
す
る
ス
パ
ー
ク
リ

ン
グ
ワ
イ
ン
の
本
場
「
シ
ャ
ン

パ
ー
ニ
ュ
地
方
」
の
伝
統
的
な

シ
ャ
ン
パ
ン
の
製
法
を
厳
格
に
踏

襲
し
、
18
か
月
間
以
上
瓶
内
で
二

次
発
酵
さ
せ
る
製
造
方
法
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。
有
機
栽
培
の
ブ

ド
ウ
と
、
畑
の
自
然
酵
母
だ
け
で

瓶
内
発
酵
さ
せ
る
こ
と
で
、
ナ

チ
ュ
ラ
ル
な
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ

イ
ン
に
仕
上
が
り
ま
す
。
ま
た
、

ブ
ド
ウ
の
凝
縮
さ
れ
た
果
実
味
と

酸
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
上
品
な

味
わ
い
に
な
り
、
き
め
細
か
い
泡

が
長
く
続
く
高
級
ス
パ
ー
ク
リ
ン

グ
ワ
イ
ン
に
な
り
ま
す
。

　
厳
冬
期
の
ニ
セ
コ
に
降
り
積
も

る
シ
ャ
ン
パ
ン
ス
ノ
ー
の
よ
う
に
、

き
め
細
や
か
で
長
く
続
く
泡
立
ち

が
自
慢
で
す
。

〇
｢ニ
セ
コ
の
味
｣の
特
徴

　
ニ
セ
コ
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ス
パ
ー

ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
は
、
複
数
の
品

種
の
ブ
ド
ウ
を
混
ぜ
て
造
っ
て
い

る
こ
と
が
特
徴
の
1
つ
で
す
。
単

一
品
種
で
お
い
し
い
ワ
イ
ン
は
各

地
に
多
く
あ
り
ま
す
が
、
ニ
セ
コ

に
は
ワ
イ
ン
造
り
の
先
人
が
い
な

か
っ
た
た
め
、
品
種
の
特
性
を
求

め
る
よ
り
も
、
ユ
ニ
ー
ク
な
組
み

合
わ
せ
を
生
み
出
し
た
い
と
考
え

ま
し
た
。

　
多
く
の
ワ
イ
ン
は
混
醸
し
て
も

2
〜
3
品
種
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品

種
や
特
性
を
楽
し
む
と
い
う
考
え

方
で
す
が
、
ニ
セ
コ
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン

2
0
2
2
⁄

23
（
ス
ペ
シ
ャ
ル 

キ
ュ
ベ
）
は
、
5
品
種
を
混
醸
し

て
い
ま
す
。

　
毎
年
ブ
ド
ウ
の
収
穫
量
は
違
う

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
で
ユ
ニ
ー

ク
な
ブ
ド
ウ
品
種
の
混
合
比
率
に

な
り
ま
す
。
ほ
か
に
は
な
い
組
み

合
わ
せ
に
よ
り
、
唯
一
の
ニ
セ
コ

の
味
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

10月になり、大きな房を付けるブドウ
長年の研究によってたどり着いた、「ニセコの味」
オーガニックスパークリングワイン

日々、栽培管理に励むニセコワイナリー 本間泰則さん
（撮影：写真家 数井星司氏）
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ワ
イ
ン
造
り
の
礎
を
次
世
代
へ

　
20
年
の
年
月
を
か
け
て
築
き
上

げ
て
き
た
、
有
機
農
法
に
よ
る
ブ

ド
ウ
の
栽
培
技
術
や
、
き
め
細
や

か
で
丁
寧
な
醸
造
な
ど
の
こ
だ
わ

り
か
ら
、
ニ
セ
コ
ワ
イ
ナ
リ
ー
の

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

ワ
イ
ン
は
全
国
は
も
と
よ
り
、
海

外
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、
ア
ジ

ア
市
場
と
ア
メ
リ
カ
市
場
に
輸
出

さ
れ
る
ワ
イ
ン
へ
と
成
長
し
ま
し

た
。

　「
今
後
は
、
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
と
観
光
を
つ
な
ぐ
新
た

な
主
力
産
業
と
し
て
、
ワ
イ
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
基
盤
を
確
立
さ
せ

た
い
」
と
話
す
本
間
さ
ん
。
こ
の

目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
将
来
の

ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
担
う
仲
間

を
増
や
そ
う
と
、
次
世
代
の
育
成

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

〇
未
来
の
ニ
セ
コ
を
担
う

　
学
生
へ
の
教
育

　
町
内
の
小
中
高
校
生
を
対
象

に
、
ブ
ド
ウ
苗
の
植
栽
か
ら
手
入

れ
、
収
穫
ま
で
の
栽
培
管
理
を
体

験
で
き
る
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
2
年
か
ら
は
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
育
て
た
苗
木
か
ら

ブ
ド
ウ
を
収
穫
し
て
ワ
イ
ン
を
醸

造
し
、
20
歳
の
成
人
式
で
贈
る
取

り
組
み
「
苗
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
3
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
用
の

シ
ャ
ル
ド
ネ
や
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル

の
苗
木
を
町
内
の
子
ど
も
に
無
償

で
提
供
し
、
1
年
ほ
ど
か
け
て
子

ど
も
た
ち
自
身
で
苗
木
を
育
て
、

ニ
セ
コ
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ブ
ド
ウ
畑

に
定
植
。
成
人
式
の
約
2
年
前
に

ブ
ド
ウ
を
収
穫
・
醸
造
し
て
ワ
イ

ン
を
作
り
、式
で
贈
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
本

間
さ
ん
の
「
ワ
イ
ン
を
通
じ
て
学

び
、
考
え
た
経
験
を
自
身
の
夢
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〇
ワ
イ
ナ
リ
ー
開
業
を
目
指
す

　
農
業
者
へ
の
支
援

　
就
農
を
目
指
す
農
業
者
を
支
援

し
、
栽
培
技
術
や
経
営
手
法
、
販

売
管
理
な
ど
を
習
得
す
る
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
醸
造

用
ブ
ド
ウ
栽
培
に
よ
る
自
立
と
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
立
ち
上
げ
を
応
援
し

て
い
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
11
月
に
は
、
最
低

6
，0
0
0
リ
ッ
ト
ル
の
製
造
が

必
要
な
一
般
の
醸
造
免
許
に
切
り

替
え
、
設
備
も
増
設
し
、
受
託
醸

造
を
始
め
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
将
来
ワ
イ
ナ
リ
ー
開

業
を
目
指
す
3
人
を
中
心
に
、
ブ

ド
ウ
の
栽
培
管
理
や
、
そ
れ
ぞ
れ

が
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
を
原
料
に
ワ

イ
ン
の
醸
造
工
程
を
手
取
り
足
取

り
指
導
し
、
将
来
の
ワ
イ
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
担
い
手
を
増
や
す
計
画

で
す
。

　
町
の
ワ
イ
ン
造
り
の
歴
史
を
築

き
上
げ
て
き
た
ニ
セ
コ
ワ
イ
ナ

リ
ー
。
そ
ん
な
ニ
セ
コ
ワ
イ
ナ

リ
ー
に
憧
れ
、
今
新
た
に
3
人
が

ワ
イ
ナ
リ
ー
開
業
へ
と
動
き
出
し

て
い
ま
す
。
町
は
今
後
の
ワ
イ
ン

産
業
の
発
展
に
期
待
し
、
こ
の
取

り
組
み
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

[note連動企画]
町公式noteも
ご覧ください！

▼

商工観光魅力アップ事業
についてはこちらから▶

  町はニセコのワインツーリズムを応援しています！
　町では、民間事業者の活力や発案を生かし、これまでに
ない新たな視点からの町経済の活性化や地域内循環、商工
観光地づくりの助けとなる取り組みを推進しています。
　商工観光魅力アップ事業では、町内事業者間の新たな商
品開発や販売などの連携体制強化を図り、持続的で魅力あ
る地域産業を町内で形成するため、事業者自らが実施する
商工観光振興にかかわる取り組みを支援しています。
　今回、このワインツーリズム推進事業が、魅力アップ事
業の支援対象として選ばれました。

  ワインツーリズム推進事業の主な取り組み
・新規参入3事業者向け勉強会（ラベル・パンフレット制
　作、酒販免許申請支援）を実施。
・テストマーケティング：3種類の新スパークリングワイン
　を活用し、町内事業者や消費者の製品認知度を向上。
・PR活動：共通ロゴ・パンフレット作成、新しいふるさと
　納税返礼品として提供。

ワインツーリズム推進事業に期待すること
　町が実施する事業者支援は２種類ありますが、商工
観光魅力アップ事業は町内の事業者同士の連携によ
り、新たな魅力や名産を生み出すために活用できる補
助金です。
　この事業は令和５年度から開始しており、ワインツー
リズム推進事業は２例目となります。今回は同業者のつ
ながりを強化する初めての事業なので、｢同じ志を持っ
た人同士の連携強化｣のモデルケースとして、町内に新
たな流れが生まれるのではないかと考えています。
　今回の取り組みにより、町に新たな観光資源が生ま
れることになります。将来的には町内の宿泊施設や飲
食店との連携など、みなさんの取り組みがさらに発展
し、継続していくことを期待しています。（商工観光
課商工観光係）

■問合せ／商工観光課　TEL0136-44-2121

収穫日、搾りたてのブドウジュースで
乾杯する児童と本間夫妻
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2月12日、ワイナリー開業を目指す3人を対象に、ニセコワイナリーで行われた
ワイン造りの勉強会の様子をまとめました。

ルミアージュ（動瓶）
　瓶内での2次発酵後、規定の期間熟成させたスパー
クリングワインの瓶内にはオリが発生します。この濁り
の原因となるオリを取り出すため、ピュピトルと呼ばれ
る瓶を逆さまに固定する専用の台にワインボトルを差
し込み、全部で45回、1日2回ずつ定期的に瓶を1/8

（45度）回すことで、ワインを濁らすことなく瓶口にオリ
を集める工程です。
※オリ…ワインの中で発酵に伴って発生する浮遊物や沈殿
　物（タンパク質、ポリフェノール類）

1．

デゴルジュマン（オリ飛ばし）
　瓶口に集められたオリを取り除く作業です。まず瓶
口をマイナス25度の不凍液に約10分間ほど浸し、ワイ
ンと一緒にオリを凍らせます。この状態で王冠を開け
ると、内部の強い気圧により、凍ったオリが勢いよく弾
き出されます。

2．

コルク打ち・ワイヤー掛け
　シャンパン用のコルクはマッシュルームのような形
をしています。これは瓶の中で発生した強い圧力に対
抗してしっかり閉じ込めるよう、通常より太いコルクを
機械で強く絞って打ち込み、さらに瓶の中の圧力でコ
ルク栓が押し出されないようワイヤーで止めているた
めです。瓶口の上は丸く、瓶口に入る部分は細く変形し
たものになっています。

3．

ラベル貼り
　貼付ラベルは、事前に税務署へ届け出し、酒税法で
決められた表示ルールに沿ったものとして承認を得ら
れた後に使用できます。ニセコワイナリーでは、ラベル
を効率よく貼付するため、ローラー式の機械を活用し
ています。
　それぞれの個性あふれるワインを表現した、素敵な
ラベルに仕上がりました。

4．
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それぞれが思い描くワインを追い求め、
日々奮闘する4人の熱い思いをお聞きしました。

ニセコワイナリー
本間  泰則さん

　私はワイン造りにおいて、栽培から醸造までかけられ
る時間はすべて手にかけ、より良いものを求めて挑戦し
続けることを大切にしています。また、ワイン造りの伝
統的な手法として確立されているシャンパーニュ方式を
徹底的に理解し、一つのプロセスとして忠実に踏襲して
います。
　ニセコ町には国内外から多くの観光客が訪れ、高品質
なものを求めるマーケットがあるなど、ワインの付加価
値を高める好条件がそろっています。この恵まれた環境
を生かし、さらに高品質なワインに仕上げていきたいと
考えています。そしていつか、「ニセコは日本のシャン
パーニュ」と呼ばれるような場所にしたいです。
　1人で始めたワイナリー事業でしたが、新たに3人の
仲間が増えたのは素晴らしいことだと思っています。こ
の3人には、ワイン造りの真髄を理解し、ニセコらしさ
のあるワインを造ってほしいと願っています。ワインへ
の熱量を強く持ち、理想のワインを造るだけでなく、

「地域のために」という価値観を持って挑んでほしいで
す。
　ワインツーリズムは、町の基幹産業である農業と観光
をつなぐ新しい産業の形になると考えています。彼ら自
身が積み上げてきた経験を最大限生かし、ニセコと言え
ば「ワイン」と言われるような新たな産業を興すメン
バーになってほしいと思います。

　52年前、まだ日本で作っているワインが無かった
ころに洋酒を取り扱う店で働いていた経験があり、ワ
インの基礎知識は昔からありました。今住んでいると
ころは生まれ故郷で、とても見晴らしがいい場所です。
親が残してくれたこの土地もあるし、ワインの知識も
あるし、本間さんのこともよく知っているし、せっか
くなら「自分が死ぬときに飲むワインを作りたい」と

思うようになりました。ブドウを育てながら愛犬と遊
び、完成したワインで夜空に乾杯するような、優雅な
スローライフを描き始めました。
　2019年からブドウ栽培を始め、600㎡の畑に苗木
200本を植えましたが、植栽から3年後の2022年、
2023年は収穫することができませんでした。大群の
スズメバチにブドウの実をかじられ、ワインの元とな
る果汁がなくなってしまったためです。この経験を踏
まえ、昨年はハチを駆除する薬で対策し、約200kgの
ブドウを収穫。約150本のワインを完成させることが
できました。「植物は足音を聴いている」と言います
が、ブドウ栽培も同じく、毎日丁寧に面倒を見ること
はとても大切だと思っています。
　今後は、ワイン事業を引き継いでくれる後継者を探
し、ワイナリーと宿泊施設を備えたレストラン（オー
ベルジュ）を作りたいと考えています。この実現のた
め、5年後にはワイナリーの法人化と醸造免許の取得
を計画しています。

ニセコ・カシオペアビレッジ
辻  義光さん

「
ニ
セ
コ
は
日
本
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
」

と
呼
ば
れ
る
日
が
来
る
ま
で

羊
蹄
の
上
の

カ
シ
オ
ペ
ア
に
乾
杯
！
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チセガーデン
平手  原野さん

　2020年の春、先輩農家の服部さんに影響を受けてワイ
ン造りに着手することを決めました。以前、新婚旅行で
行ったイタリアのワイナリーの光景が浮かび、自分の土
地にブドウ畑の景色が広がっていくのが想像できました。
　2021年からブドウ栽培をスタートし、1haの畑に
2,000本の苗木を植えました。これまではほかの事業で
忙しく適切な栽培管理をできていませんでしたが、本間
さんをはじめ、レストランで縁のあったワイン造りに取
り組む仲間にも教えてもらい、日々栽培管理に努めてい
ます。
　また、昨年4月から1年間、北海道が主催する「北海道
ワインアカデミー」の研修を受講し、ブドウ栽培や醸造
技術、マーケティングなどの基礎知識を学びました。今
までは木の管理や剪定の仕方が分からず苦労しましたが、
ワインアカデミーに入ってからは基本が分かるようにな
り、これまで失敗してきた原因も知ることができたので
とても役立っています。

　今後は、2030年のワイナリー開業を目指しています。
自分が経営しているレストランで、自家栽培の野菜とと
もにオリジナルワインを提供することが夢です。また、
レストランで出た生ごみなどをたい肥化して野菜やブド
ウに還元し、自然循環ができるワイナリーにしたいと考
えています。自然豊かなニセコの風土を感じられるワイ
ナリーを目指しています。

　これまでに、農業を通して発酵の仕組みを伝える講座
やワークショップを開催しており、昔からワインで発酵
のメカニズムを伝えられたら一番説得力があると思って
いました。また、子どもが生まれたことがきっかけで、
今までの野菜栽培から新たな農業スタイルに変えたいと
思うようになりました。
　ワインはたくさんの魅力にあふれています。ニセコの

風土（テロワール）を表現できることや、賞味期限がな
く古ければ古いほど価値が上がること、さらには多くの
人を魅了する華やかさを持っています。そして、僕が一
番大切にしている「発酵」をまさに体現できる、魅力あ
る加工品です。
　2020年からブドウ栽培をスタートし、1haの畑に
2,000本の苗木を植えました。これまでやってきた野菜
栽培とは全く異なり、最初は戸惑いました。特に、枝の
剪定は方法が分からずとても苦労したため、今は本間さ
んに少しずつ教えてもらいながら、丁寧に進めています。
　ブドウ栽培は分からないことが多く、大変だと感じる
こともありますが、日々新しい発見があって充実してい
ます。農業は自然環境の影響が一番大きいので、これか
らニセコに合ったやり方を見つけ出していきたいです。
　今後は、2030年にワイナリー開業を目指しています。
高品質で圧倒的なものを作り、ワイン造りを通して発酵
の仕組みや発酵の素晴らしさを伝えていきたいです。

自
分
が
経
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
を
提
供
し
た
い

LaLaLa Farm
服部  吉弘さん

ワ
イ
ン
を
通
じ
て

発
酵
の
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
た
い

ワ
イ
ン
を
町
の
新
た
な
観
光

資
源
へ

　
た
っ
た
一
人
の
挑
戦
か
ら
始

ま
っ
た
、
ニ
セ
コ
の
ワ
イ
ン
造
り

の
歴
史
。
環
境
に
優
し
い
有
機
農

法
に
こ
だ
わ
り
、
何
度
も
研
究
を

重
ね
て
作
り
上
げ
た
ワ
イ
ン
と
、

次
世
代
の
育
成
に
力
を
注
い
で
き

た
ニ
セ
コ
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
取
り
組

み
は
、
町
に
ワ
イ
ン
産
業
を
根
付

か
せ
る
第
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　
新
た
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
開
業
を
目

指
す
仲
間
が
生
ま
れ
、
同
じ
志
を

持
っ
た
4
人
が
結
集
し
、
ニ
セ
コ

の
ワ
イ
ン
造
り
の
新
た
な
歴
史
が

今
、
幕
を
開
け
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る
個

性
と
、
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
、

市
場
特
性
が
相
乗
効
果
を
生
み
出

し
、
ニ
セ
コ
の
ワ
イ
ン
が
町
の
観

光
資
源
と
し
て
大
き
く
成
長
し
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
、
町
の

基
幹
産
業
で
あ
る
「
農
業
」
と

「
観
光
」
の
両
方
を
つ
な
ぐ
新
し

い
産
業
の
カ
タ
チ
に
な
る
ま
で
、

彼
ら
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

せんてい

せんてい
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子どものまちづくりへの参加
令和6年度子ども議会

　教育委員会では、1月16日に役場
町民ホール（議場）で子ども議会を
開催しました。11人の子ども議員
からは、ちびっこ広場に小学生も楽
しめる遊具設置の要望や安全な通学
のためのスクールバス利用など、さ
まざまな提案が出されました。また、
まちづくり委員会の際にテクノロ
ジーを活用して作った、ミライのニ
セコについての発表も行われました。

学校生活を一緒に楽しもうね！
小学校一日体験入学

　2月4日に近藤小学校、2月6日にニセコ小学校で、春か
ら小学校に入学予定の幼児の一日体験入学が開催されま
した。
　近藤小学校では、1年生のお兄さんお姉さんと一緒に
工作した風車などを使い、体育館で交流しました。お昼
には親子で、給食の新メニュー「しょうゆチャーシュー
麺」を食べ、会話をしながら楽しんでいました。
　ニセコ小学校では、1年生と交流しながら国語と算数
の勉強を体験。優しく教えてくれる1年生に幼児の緊張
もほぐれ、徐々に笑顔が見られました。また、体育館で
は5年生と一緒に「だるまさんが転んだ」や「たすけ
鬼」で身体を動かしながら楽しく交流を深めました。

「だるまさんが転んだ」のかけ声に
動かないようにポーズをとる子ど
もたち（ニセコ小）

さまざまな形のマグネットで図形を作りました（ニセコ小）

MY TOWN 
HOT NEWS

みなさんの地域や職場の話題などありましたら、
広報担当（℡.0136-44-2121）までお気軽に
ご連絡ください。

堂 と々自分の意見を発言国際交流員のアンナさんが作ったガレッド・デ・ロアを試食

色とりどりの作品ができました

我々が実践できることを考えるきっかけになりました

おいしい給食に思わず
グッドポーズ！（近藤小）

ニセコの水環境を考える
第229回まちづくり町民講座

　町では1月20日に、町の環境基本
計画に掲げる「水環境のまちニセ
コ」の実現に向け、第229回まちづ
くり町民講座を開催しました。
　環境省の金井信宏さんを講師に迎
え、地域の水環境の保全をめぐる現
状・課題や国の政策を学びました。
　また、町の水環境を守り、生かす
ために私たちが実践できることにつ
いて活発な議論が行われました。

伝統文化から食文化まで
さまざまな文化に触れる

　国際交流員（ニセコFRIENDS事
務局）主催で、1月18日には中華風
切り絵クラフト、翌19日にはワー
ルドカフェが町民センターで開催さ
れました。
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 ニセコ町で初めて登録されました

29人が参加し、新年の交流を深めました大会で経験を積み、オリンピック出場を目指します マレーシア研修では専門的な学びを深めました

お二人の活躍を応援しています！

全国大会出場！
ニセコ中学校生徒表敬訪問

　第62回全国中学校スキー大会に出
場するニセコ中学校3年生の遠藤文志
郎さんと互皐さんが、1月28日に役場
を表敬訪問しました。
　先日行われた全道大会において、ア
ルペン競技男子で遠藤さんが8位、女
子で互さんが9位に入賞し、全国大会
出場の切符を掴みました。
　2人は、「練習の成果を発揮し、実
力を出し切りたい」と話しました。

HOKKAIDO WOOD BUILDING
ニセコ蒸溜所に登録証交付

　 2 月 3 日 に ニ セ コ 蒸 溜 所 が
「HOKKAIDO  WOOD BUILDING」
に登録され、登録証交付式が行われ
ました。
　道では、建築物の木造化・木質化
の普及を進めるため、道産木材を活
用した施設を「HOKKAIDO WOOD 
BUILDING」として登録し、その施
設などと連携して道産木材の良さを
PRする取り組みを行っています。

ニセコから世界で活躍！
スキー選手藤原天聖さん

　1月16日～17日に開催された南・
北北海道高校選手権で、クロスカン
トリースキーのクラシカル男子10
㎞と、フリー男子15㎞で優勝を果
たした恵庭南高校3年生の藤原天聖
さん（ニセコ町出身）が、1月24日
に役場を訪れ、片山町長に大会の結
果報告をしました。
　2月上旬にはイタリアで開催され
る世界ジュニア選手権に出場し、海
外の強豪選手と戦う予定です。藤原
さんは、「世界ジュニアで10位以
内に入り、海外選手と対等に戦える
ような試合にしたい」と意気込みを
語りました。

活発な意見交換が行われました

ニセコ町自治創生総合戦略
第3期策定に向けて

　町では2月13日に、「第3期ニセコ町自
治創生総合戦略」の策定に向けた第230
回まちづくり町民講座を開催しました。
　阿南企画環境課参事がこれまでの自治
創生総合戦略を振り返りながら、現在策
定を進めている第3期自治創生総合戦略
の概要について説明を行いました。参加
者からは、まちの暮らしやすさに関して
自身の生活で感じていることなど、多く
の意見が上がりました。

生徒の学校生活を知る
ニセコ高校活動報告会

　ニセコ高校が、1月24日に町民セ
ンターで、今年度のさまざまな取り
組みを生徒らが報告する活動報告会
を開催し、小・中学生を含む町民な
ど約30人が参加しました。
　台湾や京都市、神戸市を訪問した
三菱みらい育成財団助成研修や
NISEKO World Village、放課後ス
タートアップ「StarsUP」、4年生
マレーシア研修についての報告が行
われました。生徒は、研修や学校内
での活動から、自分が得たことや経
験から感じたことについて発表し、
その姿からは充実した学びの様子が
うかがえました。

新年の交流を楽しむ
寿大学・老人クラブ合同新年交流会

　1月24日に町民センターで、寿大
学学生自治会・老人クラブ連合会合
同新年交流会が開催されました。
　北海道老人クラブ連合会・老人ク
ラブ功労者表彰の伝達式では、10
年間老人クラブ連合会長としてリー
ダーシップを取り、後志地区連合会
の理事として尽力された南厚志さん
へ表彰状が贈呈されました。
　交流会では、みんなで食事をしな
がら新年のあいさつをしたり、抱負
を述べたりしていました。
　最後には、ビンゴ大会やじゃんけ
ん大会が行われ、参加者全員へ景品
が手渡されました。
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企画環境課広報広聴係まで
TEL.44-2121 FAX.44-3500

町民みなさんの参加ページです

お便りをお待ちしています！
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ニセコ高校農業クラブ
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町
を
目
指
し
て
、
ニ
セ
コ
ハ
イ
ツ
横
に
ル

ピ
ナ
ス
や
水
仙
を
畑
一
面
に
植
え
た
こ
と
も

あ
り
、
羊
蹄
山
を
バ
ッ
ク
に
素
敵
な
写
真
が

撮
れ
た
。今
だ
っ
た
ら
映
え
ス
ポ
ッ
ト
で
た

く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
に
違
い
な

い
。

　
綺
羅
街
道
の
植
栽
桝
に
も
以
前
は
華
や
か

な
植
え
込
み
が
続
き
、
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス

ケ
ッ
ト
に
は
素
敵
な
飾
り
が
並
び
、
大
型
バ

ス
が
止
ま
っ
て
観
光
客
が
歩
く
姿
も
見
ら
れ

た
。さ
ま
ざ
ま
な
お
庭
を
見
て
歩
き
、イ
ギ
リ

ニセコ

vol.87

通
信ふぁん

ニセコ
通
信ふぁん

町民による町民のためのコーナー
あなたもレポーター活動をして
みませんか？みなさんの参加を
お待ちしています

今月のレポーターは「松田裕子さん」です。
NPO法人ニセコまちづくりフォーラムの
理事を務めています。

う
た

俊
太
郎
の 

詩
に
な
ら
い
て 

元
日
の 

あ
い
さ
つ
我
も 

世
界
に
リ
レ
ー

お
正
月 

屋
根
の
落
雪 

手
に
お
え
ず 

体
は
い
た
く 

機
械
た
の
ん
で

元
日
の 
予
報
は
ず
れ
て 

日
の
出
み
ゆ

冬
う
ら
ら 
蝦
夷
富
士
さ
え
ぎ
る 

雲
も
な
し

町
並
の 

城
塞
の
ご
と 

雪
け
ぶ
る

恙
な
き 

日
々
を
と
捲
く
る 

初
暦

西
陰 

志
津
子

林
　     

ミ
ヨ

佐
藤
　
岱
子

清
水
　
綾
子

工
藤 

有
里
子

重
森
　
保
子

新しい取り組みを始めています

思っています。
　新しい生徒会になってから4か月
程度が経ちましたが、今自分が持つ
最大限の力を出せるよう、全力で生
徒会活動を頑張っていきたいと思い
ます。これからもニセコ高校の応援
をよろしくお願いします。

　みなさんはじめまして!  新しく生
徒会書記に就任した、1年の髙瀬優
月です。
　私はニセコ町から車で1時間の場
所に位置する伊達市大滝区出身で
す。ニセコ高校が今年度から来年度
にかけて大きな変化を迎える時期
に、生徒会の一員としてその変化に
強く関わりたいと思い、生徒会書記
に立候補しました。
　現在は、新しい学校の制服につい
て、学校へどのような提案をするか
話し合っています。試験的に自由な
服装で登校できる期間を設けたあ
と、来年度入学してくる新入生たち
にとって良い判断ができれば良いと

1年　書記　髙瀬  優月

ま
す
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学習交流センター　あそぶっく
■開館時間／午前10時～午後6時
■休館日／月曜日・最終金曜日・祝日・年末年始
TEL.0136-43-2155　FAX.0136-43-2156
https://asobook-lib.com/

INFORMATION

No.264

本のリクエストをお寄せください
　来館時に、「読みたかった本が見つけられない」、「読
みたいけれどあそぶっくでは所蔵していない」というこ
とはありませんか? カウンターでは、利用者のみなさん
の読みたい本を探すお手伝いも行っています。また、利
用者さんの声をもとに、新しい本の購入なども行ってい
ます。カウンター横にある「本の申込書」も、ぜひご活用
ください。
　そのほか、近隣の図書館から本を借りることや、貸出
中の本の順番を“予約”することもできます。
　利用方法などはお気軽にお声がけください。

忘れ物はありませんか ?
　あそぶっくに来館した際の忘れ物はありませんか? 
現在あそぶっくで保管している今年度の忘れ物や落と
し物は、3月末日で処分させていただきます。心当たり
のある人は、カウンター横の忘れ物コーナーをご確認
ください。

「ニューヨーク公共図書館最優秀絵本賞」
　みやこしあきこさんの「ちいさなトガリネズミ」が
2024年度の受賞作品に選ばれました。
　みやこしあきこさんは、ボロー
ニャ・ラガッツィ賞ほか国内外の
数々の賞を受賞し、いま海外から
最も熱い注目を浴びている絵本作
家の1人です。展示コーナーを設け
て、来館をお待ちしています。

エッセイコーナーができました
　これまでは小説と一緒に並んでいたエッセイ本を、よ
り利用者さんが探しやすいように新しくコーナーを設
けました。

3/1～3/30 ｢作者の名前で東西南北」
　クイズ番組で出てきそうな…夕方のTVのコーナー
にありそうな…作者の名前に東西南北が入る本を集
めました。みなさんは、何人思い浮かぶでしょうか? 

3/1～3/30   書き初め／いっぷくどう♡さん

お知らせ

展　示

本の
展示

趣味の
展示

着 本 紹 介新

人は話し方が9割
人は「口」から老化する
孫のトリセツ

永松茂久
照山裕子

黒川伊保子

ナチュラルボーンチキン
ここで唐揚げ弁当を食べないでください
惣十郎浮世始末

金原ひとみ
小原晩
木内昇

わすれていいから
トドにおとどけ
入門パリ・オペラ座バレエの世界

大森裕子
大塚健太作、かのうかりん絵

デルフィーヌ・ゴダール
新着本はこのほかにもたくさんあります。あそぶっくでご覧ください。

実用書 読み物 児童書・絵本

ニセコ小・近藤小ブックフェスティバル
2/10、2/14両日ともに体育館にずらっと
並んだたくさんの本を目の前に、うれしそ
うな子どもたちの姿が見られました

AEDが設置されました
AED設置に伴い、スタッフが講習を受け
ました。緊急時などにご利用ください
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≫ラジオニセコ
[Kira 綺羅 Niseko] 内

「協力隊の、
  ニセコが好きだから～」
  (毎週月曜午後3時20分～50分)

〈3月の出演予定者〉
 3／ 6
      10
      17
      24
      31
      

私たち協力隊員の活動や人
となりを町民のみなさんに
知っていただくために毎月
情報を発信していきます！

Webサイト
▼

フェイスブック
▼

インスタグラム
▼

隊員から、日々の活動を報告！

42.

編集担当

≫SNS でも情報発信中！

〈2年目〉伊藤  里佐　村岡  修
〈1年目〉佐藤  恭華　太田  公佑

協力隊の活動内容を
紹介しています

　
冬
に
な
る
と
急
に
ニ
セ
コ
駅
が
に
ぎ
や
か
に
な

り
ま
す
ね
。

　
列
車
の
到
着
時
間
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、小
さ
な

木
造
の
ニ
セ
コ
駅
舎
に
荷
物
を
持
っ
た
観
光
客
が

集
ま
っ
て
き
ま
す
。駅
舎
内
に
事
務
所
を
構
え
る
ニ

セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
会
で
は
、現
在
3
人
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー（
以
下（
イ
））「
観
光
協
会
で
の
主

　

な
仕
事
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
」

協
力
隊
3
人「
ニ
セ
コ
駅
観
光
案
内
所
に
来
る
観
光

　
客
へ
の
町
の
ご
案
内
が
中
心
で
す
。電
話
で
の
問

　
い
合
わ
せ
も
あ
り
ま
す
。夏
場
は
レ
ン
タ
ル
サ
イ

　
ク
ル
や
く
ま
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
観
光
に
役
立
つ

　
備
品
の
貸
し
出
し
、
冬
場
は
町
内
の
ス
キ
ー
場

　
や
宿
泊
施
設
な
ど
へ
の
移
動
方
法
の
案
内
な
ど

　

窓
口
に
来
る
外
国
人
観
光
者
か
ら
の
質
問
ラ
ン
キ
ン
グ

　
　

1
位　

タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
で
ほ
し
い
! 

　
　

2
位　

両
替
で
き
る
場
所
は
あ
り
ま
す
か
? 

　
　

3
位　

こ
の
辺
り
で
食
事
で
き
る
と
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
! 

（
イ
）「
国
外
の
観
光
客
か
ら
は
タ
ク
シ
ー
の
需
要
が
あ
り
ま
す
ね
。ほ
か
に
も
札

　

幌
や
新
千
歳
空
港
、
洞
爺
湖
な
ど
の
地
域
へ
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
ら
よ
い
か
、

　

両
替
は
ど
こ
で
で
き
る
の
か
な
ど
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
検
索
す
る
こ
と
が
難

　

し
そ
う
な
こ
と
は
窓
口
で
聞
く
人
が
多
い
よ
う
で
す
。旅
先
で
は
心
強
い
存
在

　

で
す
よ
ね
。よ
く
使
う
英
会
話
フ
レ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。」

須
藤「W

here do you go? 

私
は
こ
の
フ
レ
ー
ズ
か
ら
だ
い
た
い
始
め
ま
す
。」

佐
藤「Enjoy your stay!

」

木
澤
「I can't speak English w

ell. 

と
言
う
と
、
多
く
の
人
は
ゆ
っ
く
り
話
し

　
て
く
れ
ま
す
。」

 （
イ
）「
観
光
協
会
で
働
く
と
英
語
力
も
自
然
と
身
に
付
き
そ
う
で
す
ね
。」

ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観
光
協
会
に
勤
務
し
て
い
る
協
力
隊
で
す
♪

対
談
記
事

日野浦 秀樹・工藤 大輔
佐藤 圭馬・工藤 実紗
村岡 修・大庭 純一
佐藤 恭華・上川内 理紗
旧隊長（清水）・新隊長

須藤  梨江さん
(大阪府出身）

佐藤  圭馬さん
(帯広市出身）

木澤  大吾さん
(函館市出身）
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を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
業
務
も
協
力
隊
員
が
担
当
し
て
い

　
ま
す
。旅
行
会
社
や
学
校
の
担
当
者
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
、修
学
旅
行
生
の
ニ
セ
コ

　
で
の
見
学
体
験
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。当
日
の
ア
テ
ン
ド
も
行
い
、
学
生

　
さ
ん
た
ち
と
町
内
を
周
り
な
が
ら
案
内
を
し
て
い
ま
す
。」

（
イ
)「
こ
れ
か
ら
観
光
協
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
か
？
」

須
藤「
毎
年
行
っ
て
い
る
星
空
ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
、
昨
年
初
め
て
町
民
招
待
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

　
大
好
評
で
し
た
。「
観
光
協
会
」
と
い
う
と
観
光
客
だ
け
が
利
用
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

　
と
思
い
ま
す
が
、今
後
は
こ
う
し
た
町
民
招
待
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
を
多
く
発
信
し
、町
民

　
に
も
期
待
さ
れ
る
観
光
協
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

佐
藤「
町
に
住
む
人
の
取
り
組
み
に
対
す
る
観
光
的
支
援
で
す
。」

木
澤「
ま
だ
ま
だ
ニ
セ
コ
の
観
光
に
関
す
る
知
識
や
情
報
が
足
り
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

　
と
こ
ろ
へ
足
を
運
び
、
自
分
の
目
で
見
て
体
験
し
た
ニ
セ
コ
町
の
魅
力
を
観
光
客
へ
伝

　
え
て
い
き
た
い
で
す
! 

」

 （
イ
）「
ニ
セ
コ
を
選
び
、
移
住
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
見
つ
け
ら
れ
る
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
り

　

ま
す
ね
! 

町
民
に
お
す
す
め
し
た
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。」

須
藤「
ダ
チ
ョ
ウ
牧
場
で
す
。」

佐
藤「
五
色
温
泉
と
そ
の
周
辺
で
す
。軽
い
ハ
イ
キ
ン
グ
か
ら
の
温
泉
は
最
高
で
し
た
。」

木
澤「
ニ
セ
コ
と
言
え
ば
農
業
と
観
光
の
町
な
の
で
、
広
義
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
い
う
こ
と

　
で
、町
内
の『
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
』で
し
ょ
う
か
。」

 （
イ
）「
大
自
然
を
満
喫
で
き
、
食
べ
物
も
お
い
し
い
ニ
セ
コ
町
は
最
高
で
す
ね
! 

協
力
隊

　

あ
る
い
は
移
住
者
と
し
て
、
冬
の
ニ
セ
コ
の
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
特
に
魅
力
的
だ
と

　

思
い
ま
す
か
? 

」

須
藤「
す
ぐ
近
く
に
ス
キ
ー
場
が
あ
る
こ
と
や
、
晴
れ
た
と
き
に
見
る
雪
が
積
も
っ
た
羊
蹄

　
山
が
好
き
で
す
。」

佐
藤「
曇
天
の
中
の
晴
天
か
な
と
。」

木
澤「
外
国
か
ら
の
観
光
客
が
多
く
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
世
界
に
魅
力

　
を
感
じ
ま
す
。」

高木  北斗
(札幌市出身）
配属先／農政課
　　　　林業サポート

卒隊

特集
　
協
力
隊
員
は
卒
隊
間
近
に
み
ん
な
同
じ
こ
と
を

思
う
と
思
い
ま
す
が
、3
年
間
あ
っ
と
い
う
間
で
し

た
。任
期
中
は
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。私
は
ニ
セ
コ
町
が
掲
げ
る
環
境

に
配
慮
し
た
林
業
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、着
任
し

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
ニ
セ
コ
町
に
素
晴
ら
し
い
自

然
環
境
が
残
せ
る
よ
う
、生
態
系
に
配
慮
し
た
林
業

の
推
進
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
私
事
で
す
が
昨
年
9
月
に
第
一
子
が
誕
生
し
、人

生
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
ま
し
た
。生
命
あ
る
も

の
は
、本
能
的
に
種
の
保
存
の
た
め
に
子
孫
を
残
し

て
い
き
ま
す
。親
に
な
り
初
め
て
生
ま
れ
た
感
情
で

し
た
が
、私
自
身
も
何
世
代
に
も
渡
り
途
切
れ
る
こ

と
な
く
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
生
命
で
、そ
の

生
命
の
バ
ト
ン
を
渡
す
タ
イ
ミ
ン
グ
な
の
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。

　
林
業
と
い
う
職
種
は
長
い
時
間
を
か
け
な
い
と
成

果
が
見
え
ず
、次
の
世
代
の
た
め
に
継
承
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
で
す
。目
先
の
こ
と
だ
け

を
考
え
ず
気
長
に
や
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。愛
の

あ
る
家
族
づ
く
り
、森
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

中村  尚輝
(札幌市出身）
配属先／農政課

　
あ
っ
と
言
う
間
に
協
力
隊
活
動

の
3
年
が
経
ち
ま
し
た
。私
は
新
規

就
農
を
目
標
と
し
て
協
力
隊
に
入

隊
し
、毎
日
が
濃
く
、時
間
が
経
つ

の
が
早
く
感
じ
ま
す
。忙
し
く
て
大

変
だ
っ
た
り
、す
ご
く
楽
し
か
っ
た

り
、た
く
さ
ん
の
経
験
が
で
き
、成

長
で
き
た
3
年
間
で
し
た
。入
隊
当

初
、何
も
分
か
ら
な
い
状
況
で
た
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、町
民

の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
、楽
し
く
安

全
に
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
で
き
た
こ
と

が
何
よ
り
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
ニ
セ
コ
町
で
就
農

し
、ミ
ニ
ト
マ
ト
を
中
心
的
に
栽
培

す
る「
ク
リ
ス
タ
ル
フ
ァ
ー
ム
」と
い

う
名
前
で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。道

の
駅
ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
直
売

会
で
販
売
し
ま
す
。ぜ
ひ
食
べ
て
み

て
く
だ
さ
い
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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子育てトピックス

お知らせ

「おひさま」とは…親子で気軽に遊べて、友だち同士で悩みなどを相談できるふれあいの場所です。（幼児センター内）

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

このコーナーでは、子育てに関する
さまざまな活動や情報をご紹介します！

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

教
室

　

子
育
て
講
座｢

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
教
室｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、赤
ち
ゃ

ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
の
に
お
す
す
め
で
す
。赤
ち
ゃ

ん
の
身
体
に
優
し
く
触
れ
て
マ
ッ

サ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
、心
身
共
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
、体
調
の
変
化
に
気

づ
き
や
す
い
腸
の
働
き
を
促
し
て

便
秘
軽
減
に
つ
な
が
る
な
ど
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
夜
泣
き
を

落
ち
着
か
せ
た
り
、睡
眠
を
促
し
た

り
す
る
の
に
効
果
的
な
ツ
ボ
も
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

大
人
も
赤
ち
ゃ
ん
も
安
ら
ぎ
、心

地
よ
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

心地よいひととき

お
ひ
さ
ま

節
分

　

今
年
の
節
分
は
２
月
２
日
で
し

た
が
、こ
の
日
は
日
曜
日
だ
っ
た
た

め
、幼
児
セ
ン
タ
ー
で
は
３
日
に
豆

ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

心
の
中
に
住
ん
で
い
る
泣
き
虫

鬼
や
怒
り
ん
ぼ
鬼
な
ど
、い
ろ
い
ろ

な
鬼
を
追
い
払
い
ま
し
た
。

　

年
長
児
が
立
派
な
鬼
の
お
面
と

こ
ん
棒
を
作
り
、鬼
役
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。最
後
に
大
人
の
鬼
も
登
場

し
、新
聞
紙
で
作
っ
た
豆
で
年
長
児

も
一
緒
に「
鬼
は
外
、
福
は
内
」と
、

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
か
け
声
で
、

き
っ
と
心
の
中
に
あ
る
悪
い
鬼
を

退
治
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

幼
児

セ
ン
タ
ー

心の中の悪い鬼を追い出すぞ!!

〈このページに関する問合せ〉
ニセコ町幼児センター「きらっと」▶担当／青木・松井
TEL.(代表)0136-44-2700　FAX.0136-44-2725

　おひさまにこにこ相談（保健師・栄養士相談）を下記
の日程で行います。子どもの発達や予防接種、離乳食の
ことなど、子育てに関する悩みや疑問を相談してみませ
んか。身長や体重の測定も行います。
　◆日時／3月6日（木）　午前10時～午前11時半
　◆場所／子育て支援センター「おひさま」

おひさまにこにこ相談

子育て講座 「ヨガ教室」
　◆日時／3月13日(木)　午前10時～
　◆場所／町民センター
　◆託児／子育て支援センター「おひさま」
　◆申込期限／3月6日（木）
　◆定員／8人程度
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み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

健康
づくり
だより

vol.
111

住民係窓口受付分

ごめいふくを
おいのり
します

こんにちは

赤ちゃん

3月生まれ

　

健
診
は
、
自
分
の
健
康
状
態
を

知
り
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ

か
け
と
な
り
ま
す
。元
気
な
生
活

を
送
る
た
め
に
も
、
1
年
に
1
回

は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
年
間
の
健
診
申
し
込

み
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い

ま
す
。健
診
申
込
書
と
日
程
表
・

説
明
書
は
、
今
月
の
行
政
推
進
員

文
書
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
ま

す
。

　

受
診
を
希
望
す
る
人
は
内
容

を
確
認
し
、
３
月
19
日

（水）
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

選
び
方
の
ポ
イ
ン
ト

❶
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
う
健
診

　

ま
た
は
各
施
設
に
行
っ
て
、
一

　

度
に
受
け
る
人
間
ド
ッ
ク
が

　

あ
り
ま
す
。町
内
で
あ
れ
ば
、ニ

　

セ
コ
医
院
で
特
定
健
診
を
受

　

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❷
男
女
と
も
に
30
歳
に
な
っ
た
ら

　

各
健
診
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

❸
が
ん
検
診
は
、
医
療
保
険
に
関

　

係
な
く
受
け
ら
れ
ま
す
。

❹
40
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入

　

者
は
人
間
ド
ッ
ク
も
受
け
ら

　

れ
ま
す
。

❺
社
会
保
険
の
ご
家
族
は
、
特
定

　

健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

❻
４
月
１
日
現
在
で
、
が
ん
検
診

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
の

　

人
に
は
、
５
月
に
お
届
け
し
ま

　

す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
し
込
み

　

各
種
健
診
は
申
込
書
に
よ
る

受
け
付
け
以
外
に
、電
話
や
パ
ソ

令
和
７
年
度
各
種
健
康
診
査
の

申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

齋藤栄養士

保健福祉課健康づくり係
TEL.0136-44-2121

コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
申
し
込
み
が
可
能

で
す
。い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、時

間
を
気
に
せ
ず
に
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
だ
け
で
専
用
の
ペ
ー
ジ

へ
ア
ク
セ
ス
で
き
、
必
要
事
項
に

チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
だ
け
で
申

し
込
み
が
完
了
す
る
の
で
お
す

す
め
で
す
。

綺
羅
ポ
イ
ン
ト
付
与
し
ま
す

　

ニ
セ
コ
町
が
実
施
す
る
各
種

健
康
診
査
を
受
診
し
た
町
民
を

対
象
に
１
人
1
，0
0
0
ポ
イ
ン

ト（
1
，0
0
0
円
分
）を
付
与
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

人
間
ド
ッ
ク
6
，0
0
0
円
で
受

診
で
き
ま
す

　

令
和
７
年
度
よ
り
、人
間
ド
ッ

ク
の
自
己
負
担
額
を
1
2
，0
0
0

円
か
ら
6
，
0
0
0
円
に
価
格
改

定
し
ま
し
た
。み
な
さ
ん
が
よ
り

受
診
し
や
す
い
価
格
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
保
健
福
祉
課
健
康
づ

く
り
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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く
ら
し
の
情
報

ニ
セ
コ
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

の
市
区
町
村
で
改
め
て
登
録

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
人
は
、
手
続
き
の
際
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

水
道
・
下
水
道

　

役
場
で
住
所
変
更
や
中
止
届

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
水
道
管
凍
結
の
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
水

を
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
、
下
水
道
の
手
続
き
を

し
な
い
ま
ま
に
し
て
い
た
場

合
、
使
用
し
て
い
な
く
て
も
基

本
料
金
な
ど
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
手
続
き

忘
れ
な
ど
に
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

年
金
・
国
民
健
康
保
険
・
障
が

持
っ
て
、
引
っ
越
し
先
の
市
区

町
村
で
の
転
入
手
続
き
を
2
週

間
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
人
は
、
便
利
な
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
上
の
引
っ

　

越
し
手
続
き

・
デ
ジ
タ
ル
町
政
策
ペ
ー
ジ

　

引
っ
越
し
手
続
き
オ
ン
ラ

　

イ
ン
サ
ー
ビ
ス

・
ス
マ
ホ
用
電
子
証
明
搭
載

　

サ
ー
ビ
ス

　

な
お
、
印
鑑
登
録
は
転
出
と

同
時
に
そ
の
市
区
町
村
で
の
登

録
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。
印
鑑

登
録
が
必
要
な
人
は
、
転
入
先

・
障
が
い
者
手
帳
／
保
健
福
祉

　

課
福
祉
係

　

い
ず
れ
も　

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

外
国
規
格
の
無
線
機
は
日

本
で
使
用
で
き
ま
せ
ん

　

F
R
S
や
G
M
R
S
、

U
H
F
‐
C
B
お
よ
び
P
R
S

な
ど
の
外
国
規
格
の
無
線
機

は
、
日
本
国
内
で
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
国
内
の
重
要
無
線
通

信
や
テ
レ
ビ
放
送
に
妨
害
を
与

え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
無
線
機
を
使
用
す
る

際
に
は
、
「
技
術
基
準
適
合
証

明
マ
ー
ク
」
の
有
無
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
北
海
道
総
合
通
信

　

局

　

℡
0
1
1
-7
0
9
-2
3
1
1

い
者
手
帳
な
ど

　

国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
、
障
が
い

者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

役
場
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
厚
生
年
金
や
社
会
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
は
、
職
場
に

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
気
・
ガ
ス
・
電
話
・
郵
便

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
に
直
接
連

絡
を
し
て
、
変
更
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／

・
住
所
変
更
・
印
鑑
登
録
・
国

　

民
年
金
／
町
民
生
活
課
住
民

　

係
・
水
道
・
上
下
水
／
上
下
水
道

　

課
維
持
係

・
国
民
健
康
保
険
／
保
健
福
祉

　

課
保
険
医
療
係

お
知
ら
せ

★
引
っ
越
し
の
多
い
季
節
で
す

転
居
手
続
き
の
確
認

　

春
は
進
学
や
就
職
、
転
勤
な

ど
に
よ
り
引
っ
越
し
を
す
る
人

が
多
い
時
期
で
す
。
引
っ
越
し

を
す
る
と
き
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
で
い

る
と
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
お
知
ら

せ
な
ど
の
書
類
が
届
か
な
か
っ

た
り
し
ま
す
。
お
忘
れ
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
所
の
変
更
・
印
鑑
登
録

　

引
っ
越
し
を
す
る
と
き
は
、

住
所
変
更
の
届
け
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町

外
に
転
出
す
る
と
き
は
、
町
が

発
行
す
る
「
転
出
証
明
書
」
を

お
知
ら
せ
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く
ら
し
の
情
報

場
合
が
あ
る
ほ
か
、
所
得
証
明

な
ど
の
税
に
関
す
る
諸
証
明
が
、

年
度
当
初
に
正
し
く
発
行
で
き

な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
還
付
申
告
を
除
き
、
申

告
が
必
要
な
人
は
お
早
め
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
は
自
宅
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
金
額
な
ど
を
入
力
す
る

だ
け
で
確
定
申
告
書
を
作
成
で

き
ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
は
、

そ
の
ま
ま
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
っ
て
、
e
‐
T
a
x
で

送
信
で
き
ま
す
。

　

税
務
署
や
役
場
で
申
告
す
る

よ
り
も
次
の
よ
う
な
利
点
が
あ

り
ま
す
。

・
添
付
書
類
（
生
命
保
険
の
証

　

明
書
な
ど
）
の
提
出
が
不
要

・
還
付
が
早
い
(３
週
間
程
度
)

　

e
‐
T
a
x
は
、
毎
年
便
利

で
手
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
進

化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

■
e
‐
T
a
x
利
用
方
法
／
ま

　

ず
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　

｢e
‐
T
a
x
」
と
検
索

■
問
合
せ
／
税
務
課

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

自
動
車
税
種
別
割
の
住
所

変
更
を
お
忘
れ
な
く

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
4
月

1
日
現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て

課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
引
っ

越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

な
ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登

録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変

　

更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き　

　

(移
転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ

　

た
と
き
（
抹
消
登
録
）

　

令
和
7
年
度
の
自
動
車
税
種

別
割
納
税
通
知
書
を
確
実
に
お

届
け
す
る
た
め
に
、
3
月
中
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い

と
き
は
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
自
動
車
税
種
別
割
住
所
変

更
手
続
」
か
ら
、
納
税
通
知
書

の
送
付
先
の
変
更
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
／
札
幌
道
税
事
務
所

　

自
動
車
税
部　

　

℡
0
1
1
-7
4
6
-1
1
9
0

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　

m
ail:zeim

u@
tow

n.

　

niseko.lg.jp

※
税
務
署
で
申
告
す
る
場
合
は
、

　

「
入
場
整
理
券
」
を
事
前
に

　

取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
税
庁
L
I
N
E
公
式
ア
カ

　

ウ
ン
ト
で
事
前
発
行
も
し
く

　

は
、
会
場
で
当
日
配
布
に
よ

　

り
入
手
可
能
で
す

　　

申
告
が
遅
れ
る
と
、
町
道
民

税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
税
額

が
年
度
の
途
中
で
変
更
と
な
る

★
お
済
み
で
す
か
？

確
定
申
告
の
受
付
中
で
す

　

現
在
、
役
場
で
は
確
定
申
告

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

重
要
な
お
知
ら
せ

役
場
で
の
申
告
は
事
前
予
約
が

必
要
で
す

　

役
場
で
の
確
定
申
告
は
、
希

望
す
る
日
時
を
事
前
に
予
約
の

う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

事
前
予
約
は
希
望
日
の
前
日
ま

で
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

役
場
で
の
受
付
期
間
は
3
月

14
日

（金）
で
終
了
し
ま
す
。
受
付

終
了
間
際
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

　最近、遺言書の作成についてご相談を受けるこ
とが増えています。遺言書の様式は、法律で厳格
なルールが決まっており、そのルールに沿ってい
ない場合には、せっかく作成した遺言も無効に
なってしまう場合があります。実際に遺言書を開
封してみると、残念ながら遺言書としての効力が
認められない場合も少なくありません。
　例えば、遺言書の中でも自分の直筆で作成する
自筆遺言は、原則として全て自分の手書きで記載
しなければなりません。財産の種類が複数ある場
合には、遺言書に財産目録を添付することがあり
ます。最近の法改正により、財産目録はパソコン
などで作成してもよいことになりましたが、パソコ
ンで作成した文書の各ページにも署名と押印が
必要とされているなど、細かいルールがあります。
　また、遺言書の作成日を「令和7年3月吉日」な
どと記載してもいけません。遺言書は、最後に作
成された遺言書がどれなのか明らかにするため
に、必ず作成日を明確に記載する必要があります。
さらに、遺言書で遺産を相続させたい人が、自分
よりも先に亡くなってしまい、その代わりに相続
する人の記載がない場合にも遺言書は無効に
なってしまいます。
　このように遺言書には細かいルールがたくさん
ありますので、まずはそのルールを知ったうえで
作成することをおすすめします。

パークフロント法律事務所ニセコ事務所
ニセコ町字本通141番地
℡ 0136-44-3800  FAX.0136-44-3801

●今月のテーマ

遺言書のルール

くらしのお 悩み
解決します！

佐藤弁護士の



|  2025  |  3月号  ｜  広報ニセコ 17

く
ら
し
の
情
報

が
早
く
、
治
療
が
早
く
開
始
さ

れ
れ
ば
、
後
遺
症
が
残
ら
ず
、

今
後
の
生
活
に
も
影
響
が
出
な

い
確
率
が
上
が
り
ま
す
。 

　

住
民
の
み
な
さ
ん
の
救
急
車

の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
羊
蹄
山
ろ
く
消
防

　

組
合
消
防
署
ニ
セ
コ
支
署　

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
3
5
4

　

今
回
申
し
込
み
せ
ず
、
年
度

内
（
令
和
8
年
3
月
ま
で
）
に

く
み
取
り
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
は
、
直
接
収
集
業
者
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

■
収
集
企
業
／
㈲
塚
越
産
業 

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
6
3
0

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
町
民
生

　

活
課
町
民
生
活
係 

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

救
急
車
の
適
正
利
用
の

お
願
い

　

住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
日
頃

か
ら
消
防
の
活
動
に
ご
理
解
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

救
急
車
を
呼
ぼ
う
か
迷
っ
た

こ
と
が
あ
る
人
は
い
ま
せ
ん

か
? 

実
際
に
呼
ん
だ
こ
と
が
あ

る
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

人
に
よ
っ
て
は
一
生
に
一
回
あ

る
か
な
い
か
の
話
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
瞬
間
が
く
る
の

は
突
然
で
す
。

◎
緊
急
性
が
高
い
と
判
断
し
た

と
き
は
、
迷
わ
ず
1
1
9
番
通

報
し
ま
し
ょ
う

　

緊
急
性
が
高
い
と
想
定
さ
れ

る
の
は
、
｢急
に
胸
が
痛
い
｣、

｢突
然
手
足
が
動
か
な
い
、
動

★
令
和
7
年
度
設
置
分
で
す

浄
化
槽
設
置
整
備
費
補
助

　

町
で
は
、
令
和
7
年
度
に
町

内
の
個
人
住
宅
で
く
み
取
り
や

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
、
新
た

に
合
併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替

え
る
人
に
対
し
、
設
置
工
事
費

の
補
助
を
し
ま
す
。
申
込
用
紙

は
、
町
民
生
活
課
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
の

で
、
令
和
7
年
5
月
〜
令
和
8

年
2
月
末
に
合
併
処
理
浄
化
槽

へ
切
り
替
え
を
予
定
し
て
い
る

人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
補
助
金
額
や
対
象
と

な
る
要
件
と
し
て
、
浄
化
槽
の

大
き
さ
や
工
事
の
内
容
な
ど
の

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
／

・
公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集

　

落
排
水
処
理
施
設
の
処
理
区

　

域
外
で
あ
る
こ
と

・
町
税
や
公
共
料
金
な
ど
を
滞

　

納
し
て
い
な
い
こ
と

・
住
宅
の
所
有
者
が
個
人
で
ニ

　

セ
コ
町
住
民
と
し
て
居
住
し

　

て
い
る
か
、
転
入
し
て
5
年

　

以
上
居
住
す
る
こ
と
が
明
ら

　

か
で
あ
る
こ
と
（
住
所
移
転

　

の
手
続
き
必
要
）

・
事
業
所
、
販
売
目
的
と
し
た

　

住
宅
で
な
い
こ
と

・
｢補
助
金
交
付
決
定
通
知
書
｣

　

(補
助
金
交
付
申
請
の
後
に

　

発
行
）
の
前
に
工
事
に
着
手

　

し
た
場
合
は
、
補
助
対
象
と

　

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

　

だ
さ
い

■
受
付
期
間
／
3
月
3
日

（月）
〜

　

4
月
25
日

（金）
（
先
着
順
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん
）

※
新
し
く
建
設
す
る
住
宅
に
設

　

置
す
る
浄
化
槽
の
補
助
に
つ

　

い
て
は
、
令
和
5
年
度
で
終

　

了
し
ま
し
た

■
問
合
せ
／
町
民
生
活
課
町
民

　

生
活
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

★
申
し
込
み
を
お
忘
れ
な
く

し
尿
く
み
取
り
の
受
付
開
始

　

令
和
7
年
度
の
し
尿
く
み
取

り
（
し
尿
収
集
）
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は

今
月
の
行
政
推
進
員
文
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
各
自
治

会
で
取
り
ま
と
め
、
3
月
14
日

（金）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

か
し
づ
ら
い
｣、
｢ろ
れ
つ
が
回

ら
な
い
｣、
｢言
葉
が
出
な
い
｣

｢顔
が
歪
ん
で
い
る
｣、
｢突
然
の

激
し
い
頭
痛
｣と
い
っ
た
場
合

で
す
。

◎
一
方
で
、
救
急
車
や
救
急
隊

員
の
数
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
症
状
の
軽
い
人
が
安
易
な

要
請
を
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く

あ
り
ま
せ
ん

　

突
然
の
重
い
病
気
や
ひ
ど
い

ケ
ガ
を
し
た
人
に
応
急
処
置
を

行
い
、
適
切
な
医
療
機
関
に
搬

送
す
る
の
こ
と
が
救
急
隊
の
役

目
で
す
。
｢病
院
に
行
き
た
い

け
れ
ど
交
通
手
段
が
な
い
｣、

｢タ
ク
シ
ー
会
社
と
つ
な
が
ら

な
い
｣、
｢連
れ
て
行
っ
て
く
れ

る
人
が
い
な
い
｣、
｢熱
が
出
て

だ
る
い
｣、
｢の
ど
が
痛
く
喋
り

づ
ら
い
｣、
｢手
や
足
の
擦
り
傷
、

切
り
傷
、
捻
挫
｣な
ど
、
入
院

を
必
要
と
し
な
い
よ
う
な
軽
症

の
救
急
出
動
件
数
が
増
加
し
て

お
り
、
重
症
の
救
急
事
案
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す 

。

　

羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
の
救

急
車
の
台
数
は
、
組
合
を
構
成

す
る
7
か
町
村
で
5
台
の
保
有

と
、
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

発
症
か
ら
医
療
機
関
へ
の
到
着

倶知安警察署／℡ 0136-22-0110

まちの事件簿 ニセコ町
防犯協会

1月中、ニセコ町では事件はありませんでした。

1月中、ニセコ町では交通事故はありませんでした。

事　件

交通事故
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高
齢
者
の
住
宅
前
の
除
雪
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

町
で
は
高
齢
者
世
帯
を
対
象

に
、
住
宅
前
通
路
の
除
雪
を
除

雪
業
者
な
ど
に
依
頼
し
て
い
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

除
雪
費
の
助
成
を
受
け
る
た

め
に
は
、
令
和
7
年
3
月
21
日

（金）
ま
で
に
除
雪
契
約
書
と
領
収

書
を
添
え
て
、
役
場
保
健
福
祉

課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
を
確
認
し
た
後
、
指
定

さ
れ
た
金
融
機
関
へ
助
成
金
を

振
り
込
み
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
助
成
の
対
象
に

な
る
か
ど
う
か
ご
不
明
な
場
合

は
、
事
前
に
担
当
ま
で
お
問
い

　

５
万
円
で
す
（
千
円
未
満
端

　

数
切
捨
て
）

■
問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
福
祉

　

係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／
ニ
セ
コ
町
に
住
所

　

が
あ
る
70
歳
以
上
の
高
齢
者

　

の
み
の
世
帯
で
、
世
帯
員
全

　

員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る

　

こ
と

■
対
象
事
業
／
対
象
者
が
居
住

　

し
て
い
る
玄
関
ま
で
の
住
宅

　

前
通
路
の
除
雪
を
除
雪
業
者

　

な
ど
に
依
頼
し
て
い
る
も
の

※
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
、
家
の

　

ま
わ
り
の
排
雪
な
ど
の
費
用

　

は
対
象
外
で
す

■
助
成
額
／
契
約
額
が
5
万
円

　

を
超
え
た
場
合
の
み
、
超
え

　

た
金
額
の
３
分
の
２
を
助
成

　

し
ま
す
。
助
成
限
度
額
は

雪
の
間
に
た
ま
る
こ
と
に
よ

り
、
全
層
雪
崩
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
雪
崩
は
ス
ピ
ー

ド
が
速
い
た
め
、
発
生
に
気
付

い
て
か
ら
逃
げ
出
す
こ
と
は
困

難
で
す
。

　

気
象
台
で
は
、
雪
崩
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

「
な
だ
れ
注
意
報
｣を
発
表

し
、
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
最
新
の
気
象
情
報
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
札
幌
管
区
気
象
台

　

天
気
相
談
所

　

℡
0
1
1
-6
1
1
-0
1
7
0

注
意

雪
崩
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

3
月
に
入
り
暖
か
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
山
間
部
に
は
ま

だ
多
く
の
雪
が
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
期
に
、
ス
キ
ー
や

雪
山
登
山
な
ど
の
ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
雪
山
で
は
｢雪

崩
｣へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

雪
崩
は
、
｢表
層
雪
崩
｣と
｢全

層
雪
崩
｣の
大
き
く
2
つ
の
タ

イ
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
表
層

雪
崩
は
気
温
が
低
い
時
期
に
大

雪
が
降
っ
た
後
に
よ
く
発
生
し

ま
す
。
春
先
に
気
温
が
高
く
な

る
と
、
雪
解
け
水
が
地
面
と
積

注
　
意

まちづくり会社の活動！ 
追 跡 ！ Vol.50

ニセコミライで雪遊びイベントを開催しました!
　1月下旬にニセコミライで毎年大人気の雪遊
びイベントを開催しました。いつもたくさんの
人が参加してくれるこのイベントですが、今年
の参加者は約50人（子ども30人、大人20人）
と大盛況でした。今回はライオンアドベン
チャーさんのご協力のもと、イベントを企画・
共催しました。
　メインのアクティビティでは、4人乗りボー
トをスノーモービルで引っ張ってもらい、雪の
中を散策しました。羊蹄山まで遮るもののな
い、ニセコミライの美しい景色を存分に味わい
ました。スノーモービルの待ち時間には、ス
ノーチューブやソリでスロープを滑って遊びま
した。例年より気温が高かったので、雪が固
く、雪だるまやかまくらも作ることができまし
た。色水としゃぼん玉を使った遊びを楽しんで
いる子どもたちもいて、それぞれのユニークな
作品を披露してくれました。
　参加した子どもたちからは「スノーモービル
もソリもとても楽しかった! 毎週ニセコミライ
で遊びたい! ｣との嬉しい声が! 大人の参加者か
らは「子どもたちがのびのびと雪で遊べて良
かった。普段は会うことのない人とも交流でき
て貴重な機会だった」といった感想をいただき
ました。
　また、今回もニセコ高校生がボランティアス
タッフとしてイベントを盛り上げてくれまし
た。明るく元気な笑顔で会場を彩ってくれるの
で、毎回感謝しています。
　来年度も魅力的なイベントを企画していきま
すので、みなさんのご参加をお待ちしています ! 
■問合せ／株式会社ニセコまち
　℡ 0136-55-6087
　Email:info@nisekomachi.co.jp

〈例〉  費用75,000円の場合
（75,000円-50,000円）÷2／3
　　　　　　　　   ≒ 16,666円
          助成額　16,000円
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募
集令

和
7
年
国
勢
調
査
調

査
員
を
募
集
し
ま
す

　

国
勢
調
査
と
は
、
日
本
に
住

む
全
て
の
人
・
世
帯
を
対
象
に

5
年
に
一
度
調
査
し
、
「
全
国

の
情
勢
」
を
把
握
す
る
た
め
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
防
災
対

策
・
災
害
対
策
や
少
子
高
齢
対

策
、
生
活
環
境
の
整
備
に
活
用

さ
れ
る
重
要
な
調
査
で
す
。
み

な
さ
ん
の
お
力
を
ぜ
ひ
お
貸
し

く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数
／
約
40
人

■
活
動
期
間
／
8
月
中
旬
〜
10

　

月
下
旬
（
予
定
）

■
活
動
内
容
／
説
明
会
へ
の
参

　

加
、
調
査
票
の
配
布
、
回
収

　

な
ど

■
応
募
資
格
／

・
原
則
と
し
て
20
歳
以
上
の
人

・
責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を

　

遂
行
で
き
る
人

・
調
査
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密

　

を
保
持
で
き
る
人

・
税
務
、
警
察
、
選
挙
に
直
接

　

関
係
の
な
い
人

・
暴
力
団
、
暴
力
団
員
と
密
接

　

な
関
係
の
な
い
人

■
調
査
報
酬
／

　

約
4
0
，
0
0
0
円
（
担
当

　

す
る
調
査
区
の
数
に
よ
り
変

　

動
し
ま
す
）

※
前
回
（
R
2
）
調
査
を
参
考

■
問
合
せ
／
企
画
環
境
課
経
営

　

企
画
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

猫
の
不
妊
去
勢
手
術

　

江
別
市
の
犬
猫
の
不
妊
去
勢

手
術
専
門
病
院M

obile 
VET 

O
ffice

の
大
門
先
生
に
来
て
い

た
だ
き
、
町
内
で
猫
の
手
術
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
期
間
中
は
、特
別
に
通

常
の
基
本
料
金
（
雄
猫
5
，

0
0
0
〜
6
，0
0
0
円
、雌
猫

8
，0
0
0
円
〜
1
0
，0
0
0

円
）の
約
半
分
を
助
成
し
ま
す
。

■
日
時
／
4
月
5
日

（土）
、
6
日

　

（日）　

午
前
9
時
受
付
開
始

■
場
所
／
字
本
通
61
番
地
（
北

　

海
道
信
用
金
庫
の
す
ぐ
近

　

く
）

■
申
込
期
限
／
3
月
30
日

（土）

※
申
込
時
に
は
、氏
名
、住
所
、連

　

絡
先
（
電
話
お
よ
び
メ
ー
ル

　

ア
ド
レ
ス
）の
ほ
か
、
手
術
希

　

望
日
と
猫
の
性
別
や
年
齢
、
名

　

前
、頭
数
、そ
の
ほ
か
必
要
な

　

情
報
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お

　

知
ら
せ
く
だ
さ
い

■
主
催
／
「
猫
と
人
の
幸
せ
な

　

共
生
を
め
ざ
し
て
」
未
来
の

　

ニ
セ
コ
を
拓
く
会

■
申
し
込
み
・
問
合
せ
／

　

さ
い
と
う

　

シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル:

　

0
8
0
-3
1
1
4
-3
1
4
5

　

（
通
話
不
可
）

　

m
ail:nisekoum

eko

　

@
gm

ail.com

　
　

:

0
1
3
6
-59
-2
8
2
2

募
　
集

Vol.
23

　1月23日に行ったワールドキッチンでは、国際交流
員が高校生と一緒にさまざまな国の料理を調理しま
した。今回、ドイツ出身のファビアンが生徒に「フ
ラムクーヘン」というドイツの有名な料理を紹介し
ました。材料が少ないので、自炊の勉強に向いてい
る料理です。
　見た目はピザに似ていますが、作り方も材料も違
うので、味も全然違います。生徒がタマネギやコー
ン、ソーセージ、ベーコンなどの自分の好きな材料
を生地に乗せ、さまざまな味のフラムクーヘンがで
きました! 
　みんなで話しながら、お腹いっぱいになるまで堪
能しました。
　The World Kitchen, held on January 23rd, is a 
cooking class where high school students and 
Coordinators for International Relations cook food 
from various countries together. This time, Fabian 
from Germany introduced the students to a famous 
German dish called “Flammkuchen”. As it requires 
few ingredients, it is a dish perfect for learning how 
to cook for oneself.
　It may look similar to pizza, but since the 
ingredients and preparation are different, it does not 
taste like pizza at all. The students prepared their 
favourite ingredients such as onions, corn, sausages, 
and bacon. As a result, the finished flammkuchen 
offered a bright variety of different toppings.
　At the end, everyone was cheerfully chatting 
while enjoying their food to the fullest.
〈TEL〉 0136-44-2121
〈EMAIL〉 kokusai@town.niseko.lg.jp　

FAX



|  2025  |  3月号  ｜  広報ニセコ20

く
ら
し
の
情
報

Vol.11

ラジオニセコ放送劇団　劇団員募集！
　時が経つのは早いもので、ラジオニセコも産声
をあげてから13年が過ぎようとしています。開局
と同年にラジオニセコ放送劇団も動き始め、10月
には最初のドラマが放送されましたが、みなさん
ご存じでしょうか? 
　そんな第1回目のラジオドラマ「夜明けの神
様」で、主演を演じていた人と先般再会しまし
た。収録を行っていた頃はまだ小学生だったの
が、今では立派な大人になりしっかりと道を歩ん
でいる姿を見て、ふとドラマのことを思い出しま
した。「夜明けの神様」は、将来に悩む主人公た
ちが道に迷いながらも、いろいろな人に出会い、
自分の歩む道を見つけていくストーリー。なんだ
かそのドラマと重なり、感動してしまいました。
　ラジオニセコ放送劇団は、開局から毎年ラジオ
ドラマを制作していましたが、コロナの影響によ
り活動を休止していました。今年こそ再始動させ
ようと、現在準備を進めています。あなたもラジオ
ドラマに出演してみませんか ?   興味のある人は、
ラジオニセコまでぜひお気軽にお問い合わせくだ
さい。みなさんからのご連絡をお待ちしています。
■問合せ／ラジオニセコ内
　                  ℡ 0136-55-5762 　
　                  Email:niseko762@radioniseko.jp

社
会
教
育
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
で
は
、
町
の
社

会
教
育
行
政
に
関
す
る
意
見
な

ど
を
伺
う
社
会
教
育
委
員
の
公

募
を
行
い
ま
す
。

■
任
期
／
令
和
7
年
4
月
1
日

　

〜
令
和
9
年
3
月
31
日
ま
で

■
応
募
条
件
／
本
町
に
住
所
を

　

有
す
る
満
18
歳
以
上
で
社
会

　

教
育
や
家
庭
教
育
に
関
心
を

　

お
持
ち
の
人

■
応
募
締
切
／
3
月
14
日

（金）

※
申
込
用
紙
は
、
総
合
体
育
館

　

内
の
総
合
教
育
課
で
配
布
、

　

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す

　

社
会
教
育
活
動
は
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
事
業
を
は
じ
め
、

児
童
生
徒
の
体
験
学
習
、
あ
そ

ぶ
っ
く
や
寿
大
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ニ
セ
コ
町
の
社
会
教
育
を
よ
り

良
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、

み
な
さ
ん
の
知
識
や
経
験
か
ら
、

ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
総
合
教
育
課
町
民

　

学
習
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
0
3
4

海
上
保
安
官
お
よ
び
海

上
保
安
学
校
学
生
募
集

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
令
和
8

年
4
月
採
用
の
海
上
保
安
官
お

よ
び
令
和
7
年
10
月
採
用
の
海

上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）
を

募
集
し
ま
す
。

●
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試

　
験
（
特
別
） 

・
受
験
資
格
／
2
0
2
5
（
令

　

和
7
）
年
4
月
1
日
に
お
い

　

て
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等

　

教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

　

翌
日
か
ら
起
算
し
て
13
年
を

　

経
過
し
て
い
な
い
人
お
よ
び

　

2
0
2
5
（
令
和
7
）
年
9

　

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
見
込

　

み
の
人
な
ど

・
受
付
期
間
／
2
月
20
日

（木）
〜

　

3
月
13
日

（木）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

・
第
一
次
試
験

■
日
時
／
5
月
11
日

（日）

■
試
験
地
／
小
樽
市
な
ど

●
海
上
保
安
官
採
用
試
験

・
受
験
資
格
／
1
9
9
5
（
平

　

成
7
）
年
4
月
2
日
以
降
生

　

ま
れ
の
人
で
、
大
学
（
短
期

　

大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

　

人
お
よ
び
2
0
2
6
（
令
和

　

8
）
年
3
月
ま
で
に
大
学
を

　

卒
業
見
込
み
の
人
な
ど

・
受
付
期
間
／
2
月
20
日

（木）
〜

　

3
月
24
日

（月）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

・
第
1
次
試
験

■
日
時
／
5
月
25
日

（日）

■
試
験
地
／
札
幌
市

　

詳
細
は
、
事
件
海
上
保
安
庁

採
用
サ
イ
ト
よ
り
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
／
小
樽
海
上
保
安
部

　

管
理
課　

　

℡
0
1
3
4
-27
-6
1
1
8

●受付期間／3月３日（月）～３月１７日（月）
●入居資格・申込方法／詳しくはお問い合わせください
■問合せ／都市建設課住宅管理係　　　    ℡0136-44-2121

団地名種 類 形 式 構 造
公営住宅

（世帯用）
富士見団地

3号棟102号室
3ＬＤＫ（61.99㎡）
昭和58年建設

簡易耐火
二階

家 賃 目 安
最 低 ～ 最 高

10,700円～34,900円
（収入等で変動）

11,000円～35,700円
（収入等で変動）

町営住宅に 空き室があります
駐
車

ス
ペ
ー
ス

有

公営住宅
（世帯用）

富士見団地
4号棟201号室

3ＬＤＫ（61.99㎡）
昭和60年建設

簡易耐火
二階 有
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こんにちは
町長です

高
校
の
あ
る
ま
ち

　

政
府
に
よ
る
地
方
創
生
2
・

0
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

規
模
の
小
さ
な
町
村
に
と
っ

て
、
地
域
内
に
高
校
が
あ
る
か

ど
う
か
が
地
域
活
性
化
の
大
き

な
起
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
島

根
県
海
士
町
の
隠
岐
島
前
高
校

の
取
り
組
み
が
地
方
創
生
の
モ

デ
ル
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
町
村

長
の
集
ま
り
で
も
、
高
校
の
存

在
が
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
と

て
も
大
き
い
こ
と
が
話
題
に
な

り
ま
す
。
道
内
に
は
、
現
在
17

の
町
村
立
高
校
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
特
徴
を
打
ち
出
し
て
高

校
の
振
興
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
道
立
か
ら
町
立
に

移
管
し
た
大
空
高
校
や
奥
尻
高

校
な
ど
が
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
地
域
に
高
校
が
あ
る
こ
と

は
、
人
口
面
で
の
経
済
効
果
も

あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
若
者
が

地
域
で
暮
ら
し
、
活
動
を
し
て

い
る
こ
と
の
効
果
が
大
き
く
あ

り
ま
す
。
日
頃
か
ら
の
ニ
セ
コ

高
校
生
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

ニ
セ
コ
町
長　

片
山　

健
也

自
衛
官
採
用
の
お
知
ら
せ

●
予
備
自
衛
官
補

・
受
験
資
格
／

　

一
般
:18
歳
以
上
52
歳
未
満

　

の
人

　

技
能
:18
歳
以
上
で
国
家
免

　

許
資
格
な
ど
を
有
す
る
人　

　
（
資
格
に
よ
り
年
齢
上
限
は

　

53
歳
〜
55
歳
未
満
）

･
受
付
期
間
／
1
月
22
日

（水）
〜

　

4
月
8
日

（火）

･
試
験
日
／
4
月
6
日

（日）
〜
20

　

日
（日）
の
い
ず
れ
か
1
日

　

試
験
日
に
つ
き
ま
し
て
は
変

更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
自
衛
隊
札
幌
地
方

　

協
力
本
部
倶
知
安
地
域
事
務

　

所　

　

℡
0
1
3
6
-23
-3
5
4
0

　

ま
た
は
自
衛
官
募
集
相
談　

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
7
7

文
化

有
島
記
念
館
×
文
豪
と
ア
ル
ケ

ミ
ス
ト
　
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画

　

ゲ
ー
ム
「
文
豪
と
ア
ル
ケ
ミ

ス
ト
」
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画

を
行
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
に
登
場

す
る
有
島
武
郎
の
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
の
配
布
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
タ

ン
プ
、
等
身
大
パ
ネ
ル
を
館
内

数
か
所
に
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

3
月
中
は
受
付
で
ゲ
ー
ム
の

ホ
ー
ム
画
面
を
見
せ
る
と
、
入

館
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

常
設
展
や
カ
フ
ェ
で
の
読
書

と
一
緒
に
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

■
日
時
／
3
月
1
日

（土）
〜
6
月

　

29
日

（日）

■
場
所
／
有
島
記
念
館

■
問
合
せ
／
有
島
記
念
館　

　

℡
0
1
3
6
-44
-3
2
4
5

文
　
化

　有島記念館では、ニセコ町を飛び出しさまざま
な場所で、有島記念館や有島武郎に関する展示を
しています。1月14日～15日には札幌地下歩行空
間でパネル展示を、2月1日～14日までは札幌市
電で広告ジャックを行いました。
　みなさんもニセコ町以外の場所で「有島」に出
会うことがあるかもしれません。その際は、ぜひ
足を止めてご覧ください。

ニセコ町公式HPに契約結果を掲載しています。
契 約 結 果

有島記念館

札幌チカホ・札幌市電ジャック

年金だより

　国民年金保険料の納付には、口座振替が利用できます。
口座振替は現金納付よりも割引額が大きい6か月前納・1年
前納・2年前納や、月 5々0円割引となる早割制度が用意され
ています。
　口座振替をご希望の人は、納付書または年金番号通知書、
通帳、金融機関届出印を持って、ご希望の金融機関または
最寄りの年金事務所へお申し出ください。
　口座振替の用紙は役場にも用意しています。希望する人
はお問い合わせください。

国民年金保険料は口座振替がお得です

■問合せ／年金ダイヤル    　　       ℡ 0570-05-1165
                   町民生活課住民係          ℡ 0136-44-2121
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まちのまちのカレンダー

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町＝町民センター役＝役場

運＝運動公園
あ＝あそぶっく 幼＝幼児センター

体＝総合体育館 オ＝オンライン有＝有島記念館
こ＝こども館
倉＝中央倉庫群

カレンダーの見方

※状況により中止とする場合があります。ご了承ください。

上下水道料金の納期です
◆口座引落しは28日（金）

■上下水道料金の問合せ／
    上下水道課
　       　      　  ℡ 0136-44-2121

3月は

口座振替をご利用の人は、残高の確認を
お願いします

春分の日

●おひさまにこにこ相談／
　幼：10：00～
　にこにこ広場ｐ13参照
●あそぶっくらぶ
　（予約制）／
　あ:15:00～

●ニセコ英会話サークル／
　オ：10：00～

●放課後子ども教室／
　町：13：30～

●放課後子ども教室／
　体：13：30～

●寿大学学習会・閉校式／
　町:学習会：10：00～
　　 閉校式：11：00～
●弁護士無料法律相談／
　町：13：00～
　（前日昼までに要予約）
●健康運動教室／
　町：14：00～

●放課後子ども教室／
　体：13：30～

●子育て講座「ヨガ教室」／
　町：10：00～
　にこにこ広場ｐ13参照
●魔法のじゅうたん／
　あ：15：00～

●ニセコ中学校卒業式／
　ニセコ中学校：
　9：15～

●放課後子ども教室／
　町：13：30～

●放課後子ども教室／
　町：13：30～

●おばんです町長室／
　役：17：00～

●夜間・休日の救急・急病対応

▢倶知安厚生病院
℡ 0136-22-1141
倶

救急受付
365日

24時間対応

●ニセコ小学校卒業式／
　ニセコ小学校：9：00～
●近藤小学校卒業式／
　近藤小学校：10：00～
●ラジオニセコ割込放送／
　役：10：50～

●幼児センター卒園式／
　幼：10：00～

●ニセコ英会話サークル／
　オ：10：00～

▢水5 ▢木6

▢木13

▢金7 ▢土8

▢日9 ▢月10 ▢火11 ▢水12

▢水19

▢金14 ▢土15

▢日16 ▢月17 ▢火18 ▢木20 ▢金21 ▢土22

▢日23 ▢月24 ▢火25 ▢水26 ▢木27 ▢金28 ▢土29

▢日30 ▢土5▢月31 ▢火4/1 ▢金4▢水2 ▢木3

●第2回ニセコ町議会定
　例会（予定）／
　役：10：00～

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日 あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

幼

幼

あ

あ

オ

オ

町
役

体

体

あそぶっく夜間開館
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中央倉庫群の雪だるま
撮影者：広報広聴係

ダイヤモンドアート
撮影者：モコ＆くぅーちゃん

　

今
月
号
の
特
集
で
は
、
ニ
セ
コ
町
の
ワ
イ
ン

産
業
の
広
が
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。20

年
の
年
月
を
か
け
て
町
の
ワ
イ
ン
造
り
の
歴
史

を
築
い
て
き
た
ニ
セ
コ
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
取
り
組

み
が
、
町
の
産
業
に「
ワ
イ
ン
」と
い
う
新
し
い

風
を
吹
き
込
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
２
年
前
か
ら
、
町
内
の
和
太
鼓
チ
ー
ム

「
八
笑（
や
わ
ら
）」に
所
属
し
、
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。活
動
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、最

近
は
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
演
奏
さ
せ
て
い
た

だ
く
機
会
が
増
え
、
少
し
ず
つ
活
動
の
幅
も
広

が
っ
て
き
ま
し
た
。３
月
か
ら
は
、町
の
伝
統
太

鼓
を
復
活
さ
せ
る
べ
く
、「
ニ
セ
コ
高
原
太
鼓
」

の
練
習
を
本
格
的
に
始
め
る
予
定
で
す
。

　

分
野
は
全
然
違
い
ま
す
が
、
ニ
セ
コ
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
よ
う
に
、
私
の
取
り
組
ん
で
い
る
町
の

伝
統
太
鼓
の
歴
史
を
紡
い
で
い
き
た
い
で
す
。
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町内の放射線量の状況
測定日

最高値
最低値
平均値

2月15日までの
1か月間
0.027μGy/h
0.017μGy/h
0.021μGy/h

空間放射線量率は
平常レベルです

3
月
号

写真を募集します！
身近な写真を広報で紹介してみませんか。撮影日や撮影場所
などの簡単な説明とお名前（フォトネーム）とともに、広報広聴
係（koho@town.niseko.lg.jp）までお寄せください。ニセコ
町公式LINEの投稿フォームからも投稿できます。

人の動き（1月末現在）
人口 5,578人
（前月比 ＋27）
男    2,841人
（前月比 ＋11）
女    2,737人
（前月比 ＋16）
世帯数 3,290
（前月比 ＋30）

うち外国人　1,087
うち外国人世帯　932

マカロニグラタン
◆材料（1人分）

◆作り方
❶タマネギは薄くスライスし、ベーコンは1センチ幅に切ります。
❷バターを溶かした鍋でベーコンとタマネギを炒めます。
❸タマネギがしんなりしてきたら火を止め、小麦粉を入れ、粉っ
　ぽさがなくなるまで混ぜます。
❹木べらで混ぜながら、牛乳を少しずつ加えます。
❺コンソメ、マカロニ、塩コショウを加えたら、弱火でゆっくりと
　混ぜます。
❻グラタン皿に入れ、ピザ用チーズとパン粉をかけ、チーズが溶
　け、きつね色になるまでオーブントースターで7～8分焼いた
　ら完成です。

30g
2～3房

30g
1枚

小さじ2
100ml

1g

マカロニ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ブロッコリー・・・・・・・・・・・・・

タマネギ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ベーコン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

小麦粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

牛乳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

顆粒コンソメ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

10g
少々
少々

ピザ用チーズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

パン粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

塩コショウ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【冬休みこども料理教室】
　「食品ロスについて学ぼう」をテーマに
した小学生向けの料理教室を、今年度は
冬休みも開催しました。メニューは「グラ
タン」と「ミルクレープ」の2品です。
　試食中には、「食品ロスとは？」の簡単なお話をし、みんな
真剣に聞いていました。食品ロス対策として、「野菜の皮は
むきすぎない」、「食べ残しをしない」、「買い物をしすぎない」
など、自分たちができる食品ロス対策からまず取り組んで
いこうとお話しました。
　参加児童には、町とニセコリゾート観光協会が食品ロス
削減の取り組みの一環として実証事業を行っている「ド
ギーバック（食べ残し食品持ち帰り用バッグ）」を配布しまし
た。当日中に食べることを約束し、食べ残
した分を持ち帰る子もいました。
　メニューの一部を紹介するので、ぜひ
ご家庭でも作ってみてください。

vol.
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■問合せ／保健福祉課健康づくり係
　　　　　℡ 0136-44-2121   FAX 0136-44-3500
　　　　　MAIL：kenko@town.niseko.lg.jｐ




